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第３編 評価に関する事例

１ 評価規準の設定について

（１）評価規準の設定における基本的な考え方

第２編で示した美術科の「評価規準に盛り込むべき事項」は，主に「題材の評価規準」を設

定する際の参考となるように作成している。また 「評価規準の設定例」は，主に「学習活動，

に即した評価規準」を設定する際の参考となるように作成している。

「題材の評価規準」は，題材ごとに設定する評価規準であり，題材の目標と評価との関連を

確認したり，題材における評価の重点を捉えたりする場合に有効である。

「学習活動に即した評価規準」は，授業の中での具体的な学習活動の評価規準であり，実際

の評価は，これに基づいて行うことになる。

評価を行う際は，題材の目標，学習活動等に応じて「美術への関心・意欲・態度 「発想や」

構想の能力 「創造的な技能 「鑑賞の能力」の４つの観点の趣旨を生かしながら適切な「題」 」

材の評価規準」や「学習活動に即した評価規準」を設定することが大切である。その際，題材

の目標や内容等によっては「学習活動に即した評価規準」のみを設定して評価をすることも考

えられる。

（２）評価規準の設定例等の活用

○「題材の評価規準」の設定

題材の評価規準は，実施する学習の内容のまとまり（ Ａ表現(１)(３)感じ取ったことや考「

えたことの表現 「Ａ表現(２)(３)目的や機能の表現 「Ｂ鑑賞 ）ごとの「評価規準に盛り込」 」 」

むべき事項」を基に題材の内容に合わせて設定することが考えられる。例えば 「事例２：お，

菓子のパッケージデザイン」の「発想や構想の能力」では 「評価規準に盛り込むべき事項」，

， 「 」 。の下線部を 題材の内容に合わせて下線部の表現に変更し 題材の評価規準 を設定している

第２学年及び第３学年： Ａ表現(2)(3)目的や機能の表現」「

「発想や構想の能力」

○「学習活動に即した評価規準」の設定

「学習活動に即した評価規準」は，評価を行う学習活動を踏まえ，該当する「評価規準の設

「評価規準に盛り込むべき事項」

感性や想像力を働かせて，目的や条件，伝えたい内容，使用する者の気持ちや機能などを

基に形や色彩の効果を生かして造形的な美しさなどを総合的に考え，表現の構想を練ってい

る。

）「題材の評価規準」（題材「お菓子のパッケージデザイン」

感性や想像力を働かせて，お菓子のコンセプト，味やイメージ，購入する者の気持ちなど

を基に形や色彩の効果を生かして造形的な美しさなどを総合的に考え，表現の構想を練って

いる。
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定例」を選択し，それを基に設定するなどが考えられる。例えば 「事例２：お菓子のパッケ，

ージデザイン」の「創造的な技能」では 「評価規準の設定例」の下線部を具体的に用いる材，

料や用具等に合わせて下線部に変更し 「学習活動に即した評価規準」を設定している。，

第２学年及び第３学年： Ａ表現(2)(3)目的や機能の表現」「

「創造的な技能」

なお 「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の両方を含んだ題材を設定する場合は，一つの題材の中にそ，

れぞれの「題材の評価規準」及び「学習活動に即した評価規準」を設定することになる。

２ 各事例のポイント

「１０年後の自分へのメッセージ （第２学年及び第３学年）事例１ 」

題材の総括までの流れ

題材の評価規準及び学習活動に即した評価規準の設定から，各観点ごとの具体的な評価の

考え方や方法，評価の総括に至る一連の流れを示した事例である。

事例２ 「お菓子のパッケージデザイン （第２学年及び第３学年）」

観点ごとの評価の進め方

４つの観点で示されている資質や能力の特性を整理し，評価を効果的，効率的に行うため

の考え方を示した事例である。また，題材の評価規準及び学習活動に即した評価規準の設定

の手順についても具体的に示している。

事例３ 「学校再発見 （第１学年）」

「創造的な技能」を位置付けない表現題材

カメラのオート機能を用いた写真による表現の題材を基に 「創造的な技能」を位置付け，

ない題材の考え方や評価の具体について示した事例である。

事例４ 「浮世絵と西洋の絵画 （第２学年及び第３学年）」

ワークシートの活用による独立した鑑賞の評価

独立した鑑賞における評価について，ワークシートの活用例など，具体的な評価方法を示

した事例である。

「評価規準の設定例」

材料や用具の特性を生かし，表したいイメージをもちながら自分の表現意図に合う新たな

表現方法を工夫するなどして創造的に表現している。

「学習活動の評価規準」（題材「お菓子のパッケージデザイン」）

絵の具やコンピュータなどの特性を生かし，表したいイメージをもちながら自分の表現意

図に合う新たな表現方法を工夫するなどして創造的に表現している。



- 33 -

美術科 事例１ キーワード：

題材名 １０年後の自分へのメッセージ 題材の総括までの流れ

第２学年及び第３学年「Ａ表現(1)(3) 「Ｂ鑑賞」」

〈題材の概要〉

自分の将来の夢や希望などから，１０年後の自分へ伝えたいことを考え主題を生み出し，立体

作品を制作する。紙粘土，針金，木材，絵の具など，主題にふさわしい材料や表現方法を生徒が

選び，形，色彩，材料等の効果が充分生かせるようにする。また，生徒同士の作品を鑑賞し，よ

さや美しさ，作者の意図と表現の工夫などを，自分の価値意識をもって味わう。

〈対応する学習指導要領の指導事項〉

○「Ａ表現 （１ ：感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想」 ）
ア 対象を深く見つめ感じ取ったこと，考えたこと，夢，想像や感情などの心の世界など
を基に，主題を生み出すこと。

イ 主題などを基に想像力を働かせ，単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考え，創
造的な構成を工夫し，心豊かな表現の構想を練ること。

【発想や構想の能力】

○「Ａ表現 （３ ：発想や構想をしたことなどを基に表現する技能」 ）
ア 材料や用具の特性を生かし，自分の表現意図に合う新たな表現方法を工夫するなどし

て創造的に表現すること。
【創造的な技能】

○「Ｂ鑑賞 （１ ：美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞」 ）
ア 造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や機能との調
和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め，作品などに対する自分の価値

【 】意識をもって批評し合うなどして 美意識を高め幅広く味わうこと， 。 鑑賞の能力

※ 学習指導要領の「Ａ表現」( )及び( )は「発想や構想の能力 ，( )は「創造的な技能 「Ｂ鑑賞」( )は1 2 3 1」 」，

「鑑賞の能力」に対応するように整理している。評価は，学習指導要領に基づいた学習に対しての生徒の

実現状況を見るものであり，それぞれの指導事項に学習への関心や意欲を高める指導を位置付けて授業を

行い，学習過程や結果から評価するという捉え方が大切である。

〈生徒作品例〉

主題「磨き続け、未来の私は輝く」 主題「自分の気持ちを大切に」
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１ 題材の目標
心の世界に関心をもち，自己の内面を深く見つめて考えたこと，夢，想像や感情などを，造

形的な効果を生かし創造的に表現するとともに，他者の作品から作者の心情や意図と創造的な

表現の工夫などを感じ取り味わう。

２ 題材の評価規準及び学習活動に即した評価規準
（第２編を参考に作成）(１)題材の評価規準

美術への関心･意欲･態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

表現・ １０年後の自分か ・ １０年後の自分か ・感性や造形感覚な ・感性や想像力「 「

らのメッセージ」というテ らのメッセージ」とい どを働かせて，材料 を働かせて，造

ーマを基に，自己の内面を うテーマを基に，感性 や用具の特性を生か 形的なよさや美

表現することに関心をも や想像力を働かせて， し，自分の表現意図 しさ，作者の心

ち，主体的に心豊かな表現 自己の内面を深く見つ に合う新たな表現方 情や意図と創造

の構想を練ったり材料や用 め感じ取ったこと，考 法を工夫したり，制 的な表現の工夫

具の特性を生かしたりしよ えたこと，夢，想像や 作の順序などを総合 などを感じ取り

うとしている。 感情などの心の世界な 的に考え見通しをも 味わっている。

鑑賞・他者の作品に関心を どを基に，主題を生み ったりしながら，創

もち，主体的に見方や理解 出し，単純化や省略， 造的に表現してい

を深めようとしている。 強調，材料の組合せな る。

どを考え，創造的な構

成を工夫し，心豊かな

表現の構想を練ってい

る。

「評価規準に盛り込むべき事項」を基に，題材の内容に合わせて，言葉を省略したり変更した

りしている。 （下線部は変更箇所）

（第２編を参考に作成）(２)学習活動に即した評価規準
美術への関心･意欲･態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

表現 関①「１０年後の自 発①「１０年後の自分 創① 材料や用具の 鑑① 形や色彩

分からのメッセージ」とい からのメッセージ」と 特性を生かし，表し などの特徴や印

うテーマを基に，夢，想像 いうテーマを基に 夢 たいイメージをもち 象などから全体， ，

や感情などの心の世界など 想像や感情などの心の ながら自分の表現意 の感じ，作者の

を表現することに関心をも 世界から主題を生み出 図に合う新たな表現 心情や意図と創

ち，主体的に主題を生み出 している。 方法を工夫するなど 造的な表現の工

し構想を練ろうとしてい 発② 主題などを基に して創造的に表現し 夫などを感じ取

る。 想像力を働かせ，形や ている。 り，自分の価値

表現 関② 材料や用具の特 色彩の効果を生かして 意識をもって味

性などを主体的に生かし， 単純化や省略，強調， わっている。

表現方法を工夫して表現し 材料の組合せなどを考

ようとしている。 え，創造的な構成を工

鑑賞 関③ 形や色彩などの 夫し，心豊かな表現の

特徴や印象，本質的なよさ 構想を練っている。

や美しさ，作者の心情や意

図と創造的な表現の工夫な

どに関心をもち，主体的に

感じ取ろうとしている。

「評価規準の設定例」を基に，具体的な学習活動を踏まえ，言葉を省略したり変更したりして

いる。 （下線部は変更箇所）
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３ 指導と評価の計画（１０時間）

学習のねらい，学習活動 学習活動に即した評価規準 評価方法，留意点等

※ここでは説明のため，吹き※「●」は，学習のねらい 発想や 創造的 鑑賞の美術への

出しの中に解説を加えて記「･」は，学習活動 構想の な技能 能力関心・意欲

述している。・態度 能力

． （ ）１ 課題の把握と発想・構想 ３時間

●自分の表現意図に合う材料や用具を
用いて心の世界を表現することを理
解し，題材への関心を高める。

・参考作品などを鑑賞し 作者の主題 関①， ，
意図と表現の工夫などについて意見
を述べ合う。

●自己の内面を見つめ，表現する主題
を生み出す。 発①

・自己の内面を深く見つめ，発想を広
げるために言葉や図などで表した
り，未来の自分へ手紙を書くなどし
て 表現したい主題を考える。，

●主題を基に構想を練る。 発②
・主題を基にワークシート，アイデア

スケッチなどにより構想をまとめ
る。

２．制作（６時間）

●構想を基に自分の表現意図に合う表
現方法を工夫する。 関② 創①

・紙粘土やボール紙，針金，絵の具な
ど，構想を実現するための材料や用
具を用いて制作をする。

発②
●表現を深める。 創①
・構想に改善を加え，表現方法を工夫

しながら制作をする。

３．鑑賞（１時間）

●他者の作品から 作者の主題 意図 関③ 鑑①， ， ，
創造的な表現の工夫などを感じ取
る。

・ワークシートに，自分の作品につい
ての説明を記述する。

・お互いの完成作品を鑑賞し，批評し
合う。

発② 創① 鑑①〈授業外〉

【完成作品等からの評価】

【ワークシートからの評価】

※表の中の表記は以下のとおりである。

は 「学習活動に即した評価規準」を示す。，

例えば，関① は，評価の観点「ア美術への関心・意欲・態度」の「学習活動に即した評価規準①」を示し

ている。

【 】は，評価方法・資料を示す。

〈 〉美術への関心・意欲・態度

関① 関②

・表現の場面では，心の世界を表現することに関心をもち，主

体的に表現をしていこうとする意欲や態度を見取る。

【 ， 】話し合いの様子 ワークシート､ 制作の様子

〈 〉発想や構想の能力

発① 発②

では，心の世界などを基に主題を生み出し・発①

ているかを評価し，生み出せていない生徒を指

導する。

・ は，前半は構想がまとまらない生徒を見取発②

り指導を行う。完成が近付く制作の後半に評価

を確定していく。

【 ， 】アイデアスケッチ 制作途中の作品

〈 〉創造的な技能

創①

・制作の前半は，表現方法の工夫ができて

いない生徒を見取り指導を行う。完成が

近付く制作の後半に評価を確定してい

く。 【制作途中の作品】

関③

・視点をもって感じ取ろ

うとする態度などを

。【 】見取る 鑑賞の様子

〈 〉鑑賞の能力

鑑①

・主題を表現するための，形や

色彩，材料の工夫などを感じ

取り，根拠に基づいて自分の

考えを述べているかなどを見

取る。

【ワークシート，発言内容】

， ，※発② 創①については 完成作品から再度評価し

， 。授業内での評価を確認し 必要に応じて修正する

特に発想や構想については，主題の意図や構想の

工夫を記述したワークシート等を合わせて見取る

などの工夫も必要である。
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〈完成作品からの評価の具体例〉

この題材の「発想や構想の能力 「創造的な技能」の評価は，作品の完成後に，完成作品と生」

徒の意図や表現の工夫を書いたワークシートの記述から行っている。

次に示したものは，ある生徒の完成作品，ワークシートの記述である。

【完成作品】

【ワークシートの記述】

私はこの作品で，和風の上品なお菓子を

作りました。季節感を出して，２０代から

３０代の女性がカバンからこのお菓子が見

えて和んだり，このお菓子を食べて癒され

たり，ちょっとした親へのプレゼントにし

たいなと思わせるようなパッケージにしま

した。

「睡蓮の飴」は，春らしい桃色で柔らか

いマーブル模様の和紙を土台に，渋い印象

の“和”にかわいらしさをプラスするため

に白ウサギが跳ねている絵を描き 「踊り，

出したくなるおいしさ」を表しました。

「 」「 」 「 」完成作品を対象とした 発想や構想の能力 創造的な技能 の 学習活動に即した評価規準

は，次のとおりである。

発① お菓子の味やイメージなどの伝えたい内容を多くの人々に伝えるために，形や色彩などの

効果を生かして分かりやすさや美しさなどを考え，表現の構想を練っている。

創① 絵の具やコンピュータなどの特性を生かし，表したいイメージをもちながら自分の表

現意図に合う新たな表現方法を工夫するなどして創造的に表現している。

完成作品，ワークシートの記述を照らし合わせると 「発想や構想の能力」については，伝え，

たい和風の上品なお菓子のイメージを 「学習活動に即した評価規準」に示されている「形や色，

彩などの効果を生かして分かりやすさや美しさなどを考え，表現の構想を練って」いることが分

かる 「創造的な技能」については，絵の具の着彩やコンピュータによる画像の貼り付けなどを。

用いて 「表したいイメージをもちながら自分の表現意図に合う新たな表現方法を工夫するなど，

して創造的に表現している」ことが分かる。特に本題材のような伝達の表現では，生徒が伝えよ

うとするデザインのイメージや意図などを記述させ，作品からそれらが伝わってくるか，客観的

な視点で読み取ることが大切である。
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美術科 事例３ キーワード：

題材名 学校再発見 －写真による表現－ 「創造的な技能」を

位置付けない表現題材第１学年「Ａ表現(1) 「Ｂ鑑賞」」

〈題材の概要〉

日常何気なく見ている校舎や周囲の自然などを見つめ直し，自分が発見した風景や物のよさや

美しさなどを撮影する。撮影は２度行い，撮影の後には相互鑑賞をし，自他の作品のよさや工夫

した点などを味わう。

， 。本題材ではカメラのオート機能による撮影に限定し 創造的な技能を位置付けない題材とした

そのため，学習指導要領との関連を整理すると，

「Ａ表現 （１ ：感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 【発想や構想の能」 ）

力】 「Ｂ鑑賞 （１ ：美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞 【鑑賞の能力】と 」 ）

の指導内容になる。

〈生徒作品例〉

主題： 希望の光」 主題： 寒さの中のぬくもり」「 「

主題： 自分と向き合うもの」 主題： 日だまり」「 「
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１ 題材の目標
周辺にある風景などのよさや美しさを，自分の「眼 （カメラ）で捉えることに関心校舎やその 」

をもち，主題を基に造形的な効果を生かして創造的に写真で表現するとともに，他者の作品から作

者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り味わう。

２ 題材の評価規準及び学習活動に即した評価規準
(１)題材の評価規準
本事例では，各観点ごとの「題材の評価規準」と「学習活動に即した評価規準」の数が同じ

であるため 「題材の評価規準」を設定して包括的に述べる必要がないため省略をしている。，

(第２編を参考に作成）(２)学習活動に即した評価規準

美術への関心･意欲･態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

表現 関① 対象を見つめ感 発① 対象を見つめ感 鑑① 造形的なよ

じ取った形や色彩の特徴や じ取った形や色彩の特 さや美しさ，対象

美しさなどを表現すること 徴や美しさなどを基 のイメージ，作者

に関心をもち，主体的に主 に，主題を生み出し， の心情や意図と表

題を生み出し，構想を練ろ 全体と部分との関係な 現の工夫などを感

うとしている。 どを考え，形や色彩 じ取り，自分の思,
鑑賞 関② 造形的なよさや 光などの効果を生かし いや考えをもって

美しさ，作者の心情や意図 て構成やアングルなど 味わっている。

と表現の工夫などに関心を を創造的に工夫し，心

もち，そのよさや美しさな 豊かに表現する構想を

どを主体的に感じ取ろうと 練っている。

している。

「評価規準の設定例」を基に，具体的な学習活動を踏まえ，言葉を省略したり変更したりして

いる。 （下線部は変更箇所）

〈本題材における「創造的な技能」の扱い〉

「創造的な技能」は，意図に応じて材料や用具を生かし，創意工夫して表現するなどの技

能である。カメラを使った表現では，例えば背景をぼかして被写体を強調する場合，絞りと

シャッター速度の数値，対象との距離を変えて試し撮りをし，絞りと被写界深度の関係を調

整しながら効果的な絞りの数値等を決めていくなど，カメラの機能を創意工夫して活用する

技能が「創造的な技能」であると考えられる。

本題材では， カメラの位置，角度，被写体との距離，画表したい主題を表現するために，

面サイズなどによる表現効果の違いなどを考え，構図を工夫して撮影をしているが，構図を

考えることは基本的には「発想や構想の能力」であると整理することができる。本題材では

カメラのオート機能を使って撮影をするため シャッターを押すのみの操作になるので 創， ，「

造的な技能」の指導については，学習のねらいに位置付けていない。そのため「創造的な技

能」の評価の設定をしていない。
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３ 指導と評価の計画（５時間）

学習のねらい，学習活動 学習活動に即した評価規準 評価方法，留意点等

※「●」は，学習のねらい 発 想 や 創造的 鑑賞の美術への

「・」は，学習活動 構 想 の な技能 能力関心・意欲

能力・態度

関① 表現への意欲や態度１．課題の把握と撮影（２時間）

【鑑賞や撮影の様子】

●学校にある物や風景に対する記憶や 関① 発① 発① 主題を生み出している

思いを基に，表現したい主題を生み か，構想が練れているかなど

【 】出す。 撮影の様子

●主題を表現するために，ファインダ

ーをのぞきながら風景などを探し，

構想を練る。

・撮影をする。

関② 鑑賞への意欲や態度２．鑑賞（１時間）

【鑑賞の様子】

●他者の作品から，主題，意図と表現 関② 鑑① 鑑① 主題を表現するための，

の工夫などを感じ取る。 構図，形や色彩，光などの工

・ワークシートに，自分の作品につい 夫を感じ取り，自己の思いや

ての説明を記述する。 考えをもって述べているかな

・お互いの作品を鑑賞し 批評し合う ど， 。

【 】ワークシート・発言内容

関① 表現への意欲や態度３．撮影（１時間）

【撮影の様子】

●鑑賞を基に，発想や構想を掘り下 関① 発① 発① 第二次の鑑賞での学びを

げ考える。 生かして，構想が練れている

【 】・撮影をする。 かなど 撮影の様子

． 関② 鑑賞への意欲や態度４ 鑑賞（１時間）

【鑑賞の様子】

●他者の作品から，撮影者の主題，意 関② 鑑① 鑑① 主題を表現するための，

図と創造的な表現の工夫などを感じ 形や色彩，光などの工夫を感

取る。 じ取り，自己の思いや考えも

・ワークシートに，自分の作品につい って述べているかなど

ての説明を記述する。 【ワークシート，発言内容】

， 。・お互いの作品を鑑賞し 批評し合う

発① 鑑① 発① 第一次及び第三次の作品〈授業外〉

と，ワークシートの記述【作品等からの評価】

鑑① ワークシートの記述【ワークシートからの評価】

は 「学習活動に即した評価規準」を示す。，

【 】は，評価方法・資料を示す。



- 52 -

４ 観点別評価の進め方

(1) 概要

本事例は 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」を組み合わせた題材である。評価の観点は 「美術への， ，

関心・意欲・態度 「発想や構想の能力 「鑑賞の能力」となる 「美術への関心・意欲・態度」」 」 。

は，表現と鑑賞の両方に位置付けることになる。

(2) 本題材における指導と評価の流れ

ア 「美術への関心・意欲・態度」

第一次及び第三次では，よりよい作品を目指して創意工夫をして撮影をする意欲や態度を評価

する。撮影は，生徒が学校の様々な場所で行っているため，教師は巡回をしながら様子を観察す

ることになる。基本的には撮影に関心や意欲がもてない生徒を見取り，意欲が高まるように指導

をする。

第二次及び第四次では，他者の写真を鑑賞し，よさや美しさ作者の心情や意図と表現の工夫な

どを感じ取り味わおうとする意欲や態度を評価する。作品のよさを捉えようと発言をする姿が繰

り返し見られるなど，特に意欲的に作品のよさなどを捉えようとする顕著な状況が見られる場合

には 「十分満足できる」状況(Ａ)と評価する。，

イ 「発想や構想の能力」

本題材では，第一次で一度撮影をし，第三次で改善点を踏まえて再度撮影をしている。２つの

場面の「学習活動に即した評価規準」はいずれも同じである。第一次及び第三次では，生徒は授

， 。業中に繰り返し数枚の撮影を行うため 教師はその作品の一枚一枚を確認することは困難である

そのため，授業中の評価は記録を残すのではなく，主題や構図が決まらない生徒への助言を中心

。 ， ， ，に行う 記録に残す評価は 第四次の相互鑑賞の終了後 提出された第一次及び第三次の作品と

ワークシートの記述を基に次のように行っている。

〈発①の評価の具体例Ⅰ：主題「命の光 〉」

【１回目の作品（第一次 】 【２回目の作品（第三次 】） ）

【ワークシートの記述】 【ワークシートの記述】

花と光（太陽）を写したかっ 光を写さなくても，影で光は表現できると思い，

たが，印象が少し暗くなってし 逆に太陽に背を向けて撮影した。影が茎の根本を

まった。 つかむことで光が命を与えていることを表現した。
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本題材の「発想や構想の能力」の「学習活動に即した評価規準」は，次のとおりである。

体と部発① 対象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさなどを基に，主題を生み出し，全

分との関係などを考え，形や色彩，光などの効果を生かして構成やアングルなどを創造的

に工夫し，心豊かに表現する構想を練っている。

第一次及び第三次の作品と，ワークシートの記述を見ると，手の影が茎の根本をつかむように

することで，花に当っている光が強調され主題である「命の光」を表現したことが分かる。

〈発①の評価の具体例Ⅱ：主題「輝く花 〉」

【１回目の作品（第一次 】 【２回目の作品（第三次 】） ）

【ワークシートの記述】 【ワークシートの記述】

花の生命感を出したいと思って花壇 花を上から撮るのではなく，花の中に

カメラを置いて花の側から光を取り入に向けてシャッターを切ったが，あり

ふれた花の写真になってしまった。 ことで，花の輝きを表現した。れて撮る

（※「発想や構想の能力」の「学習活動に即した評価規準」は，上記参照）

第一次及び第三次の作品と，ワークシートの記述を見ると，カメラを花の根本に置いて下から

花を見上げるようにし，花の後に太陽の光を写すことで主題である「輝く花」を表現したことが

分かる。

本題材のような感じ取ったことや考えたことを表現する学習においては，生徒のワークシート

の記述などを読みながら主題や表現意図を丁寧に読み取ることが大切である。
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ウ 「鑑賞の能力」

本題材では，第二次の鑑賞で１回目に撮影した写真を鑑賞し，第四次の鑑賞で２回目に撮影し

た写真を鑑賞している。２つの場面の「学習活動に即した評価規準」はいずれも同じである。具

体的な評価は，第二次と第四次に書かせたワークシートの２つの記述を基に行った。この場合，

２つの記述をそれぞれ評価し総括する方法もあるが 「学習活動に即した評価規準」が同一なの，

で２つの記述を並べて読み，一度に評価をする方法で行った。なお，生徒は複数の作品を鑑賞し

ているが，ワークシートへの記述は，その中から各自が選択した作品について行っている。

〈鑑①の評価の具体例〉

【第二次に鑑賞した写真】

【ワークシートの記述：第二次】

○○さんの作品は 「学校の自然の豊かさ」を表現しようと４，

階から撮影しています。木や芝生が写っていますが，上から

校庭を見下ろしただけの写真にも見え，主題の「学校の自然

の豊かさ」があまり強調されていないように思います。

【第四次に鑑賞した写真】

【ワークシートの記述：第四次】

□□さんの作品は 「春の終わりの学校」を表現しようと桜の，

花びらが散った水たまりに写った校舎を撮影しています。小

さな水たまりにバラパラと白い桜の花びらが散っていること

。 ，で春の終わりを表現しています 写真全体が灰色っぽいので

何となく寂しい感じがします。

ここでの「鑑賞の能力」の「学習活動に即した評価規準」は，次のとおりである。

鑑① 造形的なよさや美しさ，対象のイメージ，作者の心情や意図と表現の工夫などを感じ

取り，自分の思いや考えをもって味わっている。

第二次の記述では 「木や芝生が写っていますが，上から校庭を見下ろしただけの写真にも見，

え，主題の『学校の自然の豊かさ』があまり強調されていない」と課題を指摘している。作品自

体が作者の意図が十分表現されていないため，作者の心情や意図と表現の工夫などについては十

分記述できていない。第四次では，写真のイメージ，作者の心情や意図と表現の工夫などを感じ

取っていることが分かる（下線部参照 。）

〈本題材における「発想や構想の能力」と「鑑賞の能力」との関連〉

撮影と鑑賞をそれぞれ２回設定したのは，１回目の撮影と鑑賞により生徒が自らの表現の課題

等を捉え，２回目の撮影における発想や構想の改善を促すことがねらいである。特に１回目の撮

影の後の鑑賞で，工夫のよさや課題を指摘し合うことにより，自己の作品の改善点を把握し２回

目の撮影の発想や構想を高めることが重要である。また，第四次の鑑賞では，他者の作品のよさ

や美しさ，作者の心情や意図と表現の工夫などを感じ取り共有し合うことにより，自分の作品に

はない別の視点などに気付き，見方を広げることになる。



- 55 -

美術科 事例４ キーワード：

題材名 浮世絵と西洋の絵画 ワークシートの活用に

よる独立した鑑賞の評価第２学年及び第３学年「Ｂ鑑賞」

〈題材の概要〉

浮世絵と西洋の絵画を比較鑑賞し，表現方法等の違いに気付くとともに，美しさや作者独自の

表現を求める普遍的な心情など，その共通性にも目を向け，日本及び諸外国のそれぞれの美術作

品のよさや美しさなどを味わう。

〈対応する学習指導要領の指導事項〉

「Ｂ鑑賞 （１ ：美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう鑑賞」 ）

ア 造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や機能との調和

のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め，作品などに対する自分の価値意識

をもって批評し合うなどして，美意識を高め幅広く味わうこと。

【鑑賞の能力】

ウ 日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べたり，それらの作品を鑑賞したりして，

日本の美術や伝統と文化に対する理解と愛情を深めるとともに，諸外国の美術や文化との

相違と共通性に気付き，それぞれのよさや美しさなどを味わい，美術を通した国際理解を

深め，美術文化の継承と創造への関心を高めること。

【鑑賞の能力】

〈主な鑑賞作品〉

・レンブラント・ハルメンス・ファン・レイン「自画像」

・フィンセント・ファン・ゴッホ「包帯をした自画像」

・東洲斎写楽「大谷鬼次の奴江戸兵衛」

１ 題材の目標

浮世絵や西洋の絵画に関心をもち，造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図，創造的な表

現の工夫などを感じ取るとともに，浮世絵と西洋の絵画作品の作品の相違や共通性に気付き，

日本と西洋の美術の交流などを理解する。

２ 題材の評価規準及び学習活動に即した評価規準

(１)題材の評価規準
本事例は，１時間で行う題材であり，各観点ごとの「学習活動に即した評価規準」が一つで

あるため 「題材の評価規準」を設定して包括的に述べる必要がないため省略をしている。，
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(２)学習活動に即した評価規準

○参考にする「Ｂ鑑賞」の「評価規準の設定例」は以下のとおりである。

評価規準の設定例

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

・形や色彩などの特徴や印象，本質的なよさ ・形や色彩などの特徴や印象などから全体の

や美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現 感じ，本質的なよさや美しさ，作者の心情や

の工夫などに関心をもち，主体的に感じ取ろ 意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り，

うとしている。 自分の価値意識をもって味わっている。

・日本と諸外国の美術や文化との相違と共通

・日本と諸外国の美術や文化の相違と共通性 性に気付き，それぞれのよさや美しさなどを

などに関心をもち，主体的に美術文化への理 味わい，美術を通した国際理解を深め，美術

解を深めようとしている。 文化を継承し創造していくことの意義を感じ

ている。

○作成した「学習活動に即した評価規準」

「評価規準の設定例」の下線部は，具体的な学習活動を踏まえ「学習活動に即した評価規準」

の下線部の表現に変更している。

学習活動に即した評価規準

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

関① 浮世絵や西洋の絵画の形や色彩などの 鑑① 浮世絵や印象派などの作品の形や色彩

特徴や印象，本質的なよさや美しさ，作者の などの特徴や印象などから全体の感じ，本質

心情や意図と創造的な表現の工夫などに関心 的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造

をもって主体的に感じ取ろうとし，日本と西 的な表現の工夫などを感じ取り，日本と西洋

洋の美術の相違と共通性などに関心をもち， の美術や文化の相違と共通性に気付き，それ

主体的に美術文化への理解を深めようとして ぞれのよさや美しさなどを味わっている。

いる。

本題材での「Ｂ鑑賞」の指導事項は，ア及びウの２事項である。これに該当する「評価規準

の設定例」も２つ示されているが，本題材は１時間の中で，ア及びウの指導事項を関連させな

，「 」 。がら指導を進めるため 学習活動に即した評価規準 を作成するに当っては１つにまとめた

２つの「評価規準の設定例」を基に，具体的な学習活動を踏まえ，言葉を省略したり変更した

りして，１つの「学習活動に即した評価規準」を作成している。



- 57 -

３ 指導と評価の計画（１時間）

学習のねらい，学習活動 学習活動に即した評価規準
※「●」は，学習のねらい

「・」は，学習活動 美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力

１．導入（５分）

●レンブラントとゴッホの「自画像」 関① 鑑①
を比較鑑賞し，それぞれの印象や特
徴，どちらが好きかなどを考える。
・意見を述べ合うとともに，ワーク ・浮世絵や西洋の絵画の鑑賞に対 ・授業中は，記録のための評

シート問１について記述をする。 する学習意欲等について評価をす 価ではなく，より適切な指導を
。る。まず関心や意欲が持てない生 するための評価が中心になる

徒を見取り，意欲等が高まるよう そのため，ワークシートの記述２． 展開（３５分）
に指導をする。生徒が作品を見た や発言内容から，鑑賞が深まっ

●ゴッホの「自画像」について鑑賞を り，発言したり，ワークシートを ていない視点等について，個々
深める。 記述したりする様子から主体的に の生徒やクラス全体に助言をす
・ゴッホの初期の写真のように描か 理解を深めようとする意欲や態度 ることに重点を置く。記録に残

れた絵と比較し，なぜ独自の作風 を見る。 す評価は，授業終了後にワーク
を追求したのか 意見を述べ合い シートの記述を基に行うことが， ，
ワークシート問２について記述を 話し合いの様子 ワークシート 基本になる。【 ， 】
する。

・印象派と呼ばれる画家たちが，独 【ワークシート】
自の表現を追求していたことを知

。（ ）る カメラの発明などに触れる
・ゴッホは，生前は一枚しか絵が売 ※授業の流れにしたがって，意

れなかったが，現在では高く評価 見を述べ合うとともにワークシ
されていることを知る。 ートを記述する。授業中は生徒

の発言や記述内容を全体的に見
●写楽の浮世絵を加え，３枚の人物画 取り，鑑賞が深まっていない視

を鑑賞し，相違点や共通点などに気 点等について，個々の生徒やク
付く。 ラス全体に助言をすることに重
・写楽の「大谷鬼次の奴江戸兵衛」 点を置く。また，生徒の発言の

を加え，ゴッホ及びレンブラント 内容については，(Ａ)に該当す
の自画像を含めて３枚の人物画を るもののみ記録をしておく。そ
比較し，印象や特徴，相違点や共 して，授業後に行うワークシー
通点などを述べ合いワークシート トの記述からの評価が(Ｂ)であ
問３及び４について記述をする。 ったが，発言内容は(Ａ)と判断

される場合に，(Ａ)と評価の総
●作品の特徴や表現の工夫を知識も活 括することなどが考えられる。

用して深く味わう。
・ゴッホが独自の表現を追求する中

で，浮世絵に出会い，あこがれを
持っていたこと，浮世絵が印象派
に与えた影響，浮世絵について知
識なども学びながら，幅広く作品
のよさや美しさを感じ取る。意見
を述べ合い，ワークシート問５に
ついて記述をする。

３．まとめ（１０分）

●国や時代の違いを超えた美しさを求
める普遍的な心情や，美術の交流に
気付く。

鑑①【ワークシートからの評価】

※表中の表記は以下のとおりである。
は 「学習活動に即した評価規準」を示す。 【 】は，評価方法・資料を示す。■ ■，
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４ 観点別評価の進め方

(1) 概要

本題材は，１時間の「Ｂ鑑賞」の独立した題材である。評価の観点は 「美術への関心・意欲，

・態度 「鑑賞の能力」となる。」

(2) 本題材における指導と評価の流れ

ア 「美術への関心・意欲・態度」

本題材では，１時間の授業の中で日本と西洋の絵画を鑑賞し，造形的なよさや美しさ，作者の

心情や意図と表現の工夫，表現の相違と共通性などに関心をもち，主体的に理解を深めようとす

る意欲や態度を育むことが大切であり，指導と評価もその視点から行うことになる。教師は，特

に導入，展開の場面で，生徒が鑑賞の楽しさや喜びを味わえるように手立てを講じておく必要が

ある。

生徒が作品を見たり，発言したり，ワークシートを記述したりする様子から関心や意欲がもて

ない生徒を把握し，意欲が高まるように指導をする。また，特に意欲的に作品のよさなどを捉え

ようとして発言をする姿が繰り返し見られるなど，顕著な状況がある場合には 「十分満足でき，

る」状況（Ａ）と評価をする。

イ 「鑑賞の能力」

本題材での「鑑賞の能力」の評価は，生徒のワークシートの記述や発言内容から行うことにな

る。しかし，授業中に鑑賞の指導をしながら全ての生徒を評価することは困難であることから，

， ， 。 ，授業中は 記録のための評価ではなく より適切な指導をするための評価を中心に行う そして

ワークシートの記述や発言内容から，鑑賞が深まっていない視点等について，個々の生徒や学級

全体に助言をすることに重点を置く。記録に残す評価は，授業終了後にワークシートの記述を基

に評価をすることが基本になる また 生徒の発言の内容については 十分満足できる 状況(Ａ)。 ， ，「 」

に該当するもののみ記録をしておく。その活用方法として例えば，ワークシートの記述からの評

価では「おおむね満足できる」状況(Ｂ)であるが，発言内容は「十分満足できる」状況(Ａ)と判

断される場合に 「十分満足できる」状況(Ａ)と評価することなどが考えられる。，
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〈ワークシートの記述例〉

－世界につながる色やかたち－浮世絵と西洋の絵画
年 組 番 氏名

問１．レンブラントとゴッホの「自画像」

○２枚の作品のどちらが好きですか，好きな絵とその理由を書きましょう。

レンブラントの絵の方が写真のように描かれていて，難しそうだし上手いと思う。

○ それぞれの絵の印象や特徴，２枚の作品の共通点や相違点，色彩や形や構図などの特徴を書きましょう。

顔に当っている光が印象的です。写真のようだが，不思議な感じ。・レンブラント：

人物は一点を見つめるように座っている。緑がたくさん使われ，荒い感じに色が塗られ・ゴッホ：

ている。

問２．初期のゴッホと後期のゴッホ

○ 写真のように描いていたゴッホは，なぜ作風を変えたのでしょうか。

写真のような絵は上手いけど，みんな同じ感じになる。後半の絵は，他の人が描いていない独自

の描き方なので，人にはないよさがあるから。

問３．浮世絵と西洋の絵について「違いや共通点」などを考えよう。

○浮世絵とレンブラント

ゴッホと同じような構図だが，背景が暗く何も描いていない。

○浮世絵とゴッホ

色がはっきりとしている。ゴッホの絵の後に浮世絵が描いてある。

問４．レンブラント及びゴッホの「自画像 ，浮世絵３枚を鑑賞して，感じたことや考えたこ」

。とを書きましょう

※形の描き方，色彩の色合いや明るさ，立体感の表し方，全体のイメージなどに注目して記入しよう。

３枚とも同じような構図で人物を描いているが，描き方によって印象が違う。レンブラントが写真の

ようで，写楽が漫画のように描いている。ゴッホはその中間である。また，レンブラントの絵はリアル

に表現しようとしているが，写楽の絵は表情や動きが強調されている。

問５．３枚の絵から一枚選び，その絵のよさや作者の意図などを書きましょう。

※形の描き方，色彩の色合いや明るさ，立体感の表し方，全体のイメージなどに注目して記入しよう。

ゴッホの自画像は，静かに座っているようにみえるが，黄色と緑の色や，荒い筆のあとなどから激し

さを隠した心を表現したかった感じがする。



- 60 -

〈鑑①の評価の具体例〉

ここでの「発想や構想の能力」の「学習活動に即した評価規準」は，次のとおりである。

鑑① 浮世絵や印象派などの作品の形や色彩などの特徴や印象などから全体の感じ，本質的

なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り，日本と西洋の

美術や文化の相違と共通性に気付き，それぞれのよさや美しさなどを味わっている。

この「学習活動に即した評価規準」を基に，前記の〈ワークシートの記述例〉の記述から評価

を行った。

ワークシートは，授業を円滑に進め生徒の思考が徐々に深まるように段階を追って問いを設定

しているが，評価に当たっては全ての記述を評価する必要はない。このワークシートでは，学習

の核心部分である問３，４，５から主に読み取るように設定している。次は前ページのワークシ

ート，問３，４，５の記述例の抜粋である。

○浮世絵とレンブラント：ゴッホと同じような構図だが，背景が暗く何も描いていない。問３

○浮世絵とゴッホ：色がはっきりとしている。ゴッホの絵の後に浮世絵が描いてある。

３枚とも同じような構図で人物を描いているが，描き方によって印象が違う。レンブラントが写問４

真のようで，写楽が漫画のように描いている。ゴッホはその中間である。また，レンブラントの

絵はリアルに表現しようとしているが，写楽の絵は表情や動きが強調されている。

ゴッホの自画像は，静かに座っているようにみえるが，黄色と緑の色や，荒い筆のあとなどから問５

激しさを隠した心を表現したかった感じがする。

問いの内容を整理すると，ワークシートの問３及び４は「日本と西洋の美術や文化の相違と共

通性に気付き，それぞれのよさや美しさなどを味わっている」に，問５は「浮世絵や印象派など

の作品の形や色彩などの特徴や印象などから全体の感じ，本質的なよさや美しさ，作者の心情や

意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り」にそれぞれ関連している。ワークシートの記述を読

むと，作者の心情や創造的な表現の工夫，日本と西洋の美術の相違と共通性に気付き，それぞれ

のよさや美しさなどを味わっていることが分かる。一方，生徒によっては，問３，４，５には評

価に活用できる記述が見られないが，問１及び２には記述されている場合もあるので，その場合

はそれらの記述を適切に読み取る必要がある。

また，問４及び５では 「※形の描き方，色彩の色合いや明るさ，立体感の表し方，全体のイ，

メージなどに注目して記入しよう 」と学習指導要領の〔共通事項〕を意識した記述の視点を示。

している。作品の読み取りが，描かれている具体的な物に偏ることなく，形や色彩の感情効果な

どを意識させるためには，このような視点を示すことも大切であり，ワークシートの作成に当た

っては，学習のねらいとする内容を生徒が記述しやすいように，内容や様式等を工夫することが

求められる。

また，ここでの指導事項の１つである第２学年及び第３学年の「Ｂ鑑賞( )ウ」は 「美術を通1 ，

した国際理解を深め，美術文化の継承と創造への関心を高めること」までを指導事項に示してい

るが，本題材では，その前段階として，日本と諸外国の美術や文化との相違と共通性等の学習に

，美意識や価値観等も含めたとどめている。美術文化は，様々な国や地域における作品や作風

美術表現の総体であり いくつかの題材を設定し段階を追っ幅広い理解が望まれる。そのため，

て理解を図るなどの工夫も大切である。その際，評価においても，年間指導計画の中で関連する

題材との関係を考え，どのように評価やその総括を行うのかを考えておく必要がある。




